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科研・基盤A「不確実性と多元的価値の中での順応的な環境ガバナンスのあり方についての社会学的研究」

本日（2016.7.13）の目標

目標１
この科研の大枠のフレームワークを共有すること

共通目標の
（柔軟な）設定

不確実性の中で、順応性を保証し、
プロセスを動かしつづける

社会的
評価

学び
（価値の顕在化、
信頼構築、ネット
ワーク構築）

複数性・冗長
性の担保

（複数の制度、複数の担い
手、「余地」「遊び」 ）

順応的ガバナ
ンス

順応的な
支援・媒介
者・専門家

目標２

この科研で今後議論になりそうなキーワードをた
くさん生み出すこと

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・
・・・・・・

・・・・・・



この科研で考えたいこと

北海道大学

宮内泰介



なぜ環境保全はうまくいかないのか？

• 意識が低いとか（「だから啓発活動を」）、制度がしっかりしてい
ないからとか（「だから行政がちゃんとしてくれなきゃ」）、お金が
ないからとか（「だからより多くの予算を」）、といったアプローチ
はとらない。硬直的なしくみを志向するのはダメ。

↓

• なぜ環境保全はうまくいかないのか？

1. 多元性の中での
価値のズレ

2. 科学の不確実性

3. 合意形成の難しさ

社会も自然も複雑であり、か
つダイナミックに動いている



社会も自然も複雑であり、か
つダイナミックに動いている

順応的ガバナンス（adaptive governance）
＝環境保全や自然資源管理のための社会的しくみ、
制度、価値を、その地域ごと、その時代ごとに順応
的に変化させながら試行錯誤していく、柔軟性をもっ
たプロセス重視のガバナンスのしくみ

順応性（adaptability）が鍵！

科研・基盤A「不確実性と多元的価値の中

での順応的な環境ガバナンスのあり方に
ついての社会学的研究」



順応性（adaptability）が鍵！

しかし、順応性はやっかい（に見える）

どうすれば順応性を保ちながらプ
ロセスを動かしつづけられるか？

科研・基盤A「不確実性と多元的価値の中

での順応的な環境ガバナンスのあり方に
ついての社会学的研究」



共通目標の（柔軟な）
設定

不確実性の中で、順応性を保証し、
プロセスを動かしつづける

社会的評価

学び
（価値の顕在化、信頼
構築、ネットワーク構

築）

複数性・冗長性の担保
（複数の制度、複数の担い手、

「余地」「遊び」 ）

順応的ガバナンス

順応的な支援・媒
介者・専門家

科研・基盤A「不確実性と多元的価値の中

での順応的な環境ガバナンスのあり方に
ついての社会学的研究」



本科研で考えたいこと

（1）引きつづき、順応的ガバナンスの要件＝順

応性を保ちながらプロセスを動かしつづけられる
要件、の探求

（2）それ以外の探求
（2-1）順応性以外の軸の探求
（2-2）社会学（社会科学）2.0へ
（2-3）他に探求すべきテーマ。また、新しいフ

レームワークの提示



本科研で考えたいこと

（1）引きつづき、順応的ガバナンスの要件＝順

応性を保ちながらプロセスを動かしつづけられる
要件、の探求

（2）それ以外の探求
（2-1）順応性以外の軸の探求
（2-2）社会学（社会科学）2.0へ
（2-3）他に探求すべきテーマ。また、新しいフ

レームワークの提示



前科研でのフレームワーク
多元的
な価値、
グローバ
ルな価値
とローカ
ルな価値

レジ
ティマ
シー（社

会的な承
認のされ
方）

合意形
成（の理

論と技法
と応用）

文脈作
り・プロ
セスデザ
イン・プ
ロセスマ
ネジメン
ト・評価

アクショ
ンリサー
チ（市民調

査・聞き書
き・ふれあ
い調査・質
的調査）

研究
者・外
部者の
役割

知識の
流通

歴史・
環境史

……

自然再生

自然資源利
用

野生動物管
理・獣害

アンダーユー
ス問題

産業（農林水
産業、観光）

再生可能エ
ネルギー

災害・防災・
復興

リサイクル

……

地域資源活用としての
再生可能エネルギー：多
元的な価値、社会的受容、
しかけ／しくみ、歴史的背
景、ファイナンス

手続き的公正と実験的
手法

住民にとっての野生動
物管理

水産・農業資源とガバナンス

プロセス管理：
（堅い管理と柔らかい管理の、
および、政治と生活・住民活動

の間の）「接ぎ手」としてのミ
ニ・パブリックス（熟議型市民
参加）

多様な主体が使える社会
的評価ツールキットの構
築：アクター、ネットワーク、プラットフォーム、

知識、自然再生技術、社会技術、意思決定の仕
組み、豊かさの変化、社会的評価、主観的評価、
アクション、を評価軸に

多元的な専門家のあり方。
研究者の順応的なかかわり

中間支援とプロセス管理



（a）地域環境史・地域固有の文
脈の発掘・記述 （b）自然と社会のレジリエンス

の解明

（c）グローバルな価値とローカ
ルな価値の齟齬や相互浸透
の実態と課題分析

（d）レジティマシー（正当性）の
ダイナミズムの実態分析

（e）協働と合意形成の実態分
析

（f）プロセス・マネジメントと中
間支援のあり方の分析

（g）研究者・外部者の役割につ
いての分析 （i）アクションリサーチと社会調

査のあり方の分析

（i）地域固有の歴史を踏まえ
た合意形成の多元的な方策
の検討と構築

（ii）プロセス・デザイン、プロセ
ス・マネジメントと中間支援・
専門家支援の方法について
の検討と構築

（iii）多様な主体が使える社会
評価ツールと社会調査法の
開発

順応的ガバナンスの8つのテーマについて知見抽
出

28事例の
詳細な
フィールド
ワーク

順応的ガバナンスのモデル構
築

科研研究調書上の計画



科研研究調書上の計画



本科研
多元的な
価値

順応的な
プロセ
ス・マネ
ジメント
の技法

評価 研究者・
外部者
の役割

順応性の
傾向と対
策

環境史
の技法と
役割

…… …… ……

自然再生

自然資源利
用

野生動物管
理・獣害対策

産業（農林水
産業、観光）

再生可能エ
ネルギー

災害・防災・
復興

開発問題

……

……

本日ここにどんなテー
マがありうるかを議論
したい ・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・



本科研で考えたいこと

（1）引きつづき、順応的ガバナンスの要件＝順

応性を保ちながらプロセスを動かしつづけられる
要件、の探求

（2）それ以外の探求
（2-1）順応性以外の軸の探求
（2-2）社会学（社会科学）2.0へ
（2-3）他に探求すべきテーマ。また、新しいフ

レームワークの提示



順応性以外の軸の探求

• 「順応性を保ちながらのプロセス・マネジメント」
が当てはまる分野と当てはまらない分野。

–順応性が鍵にならない分野もあるかもしれない。そ
れは何か？

リスクが過度に大
きいところでは適
用できない？

権力関係が大きく
存在するところで
は適用できない？



本科研で考えたいこと

（2）それ以外の探求
（2-1）順応性以外の軸の探求
（2-2）社会学（社会科学）2.0へ
（2-3）他に探求すべきテーマ。また、新しいフ

レームワークの提示

（1）引きつづき、順応的ガバナンスの要件＝順

応性を保ちながらプロセスを動かしつづけられる
要件、の探求



社会学（社会科学）2.0

• 本研究プロジェクトの社会的意義と課題
• 環境系の社会科学の中での方法論的意義

• それぞれのフィールドからボトムアップで理論化

• フィールドワーク・質的調査中心

• 地域の生活・営みと政策論とを往復する方法論

• 実際の政策や実践との懸け橋がまだ弱い

• 懸け橋のあり方自体も今後検討の必要



社会学（社会科学）2.0

社会の順応性と社会学（社会科学）の革新
• 「社会 (the social)」の重要性・複雑さ・順応性（制度ではなく社会を。科学では

なく社会を。経済ではなく社会を）

→ 「社会 (the social)」そのものの順応性を生かしながらプロセスを作っていく

• 順応性を考えることと「社会 the social」を考えることはイコール。なぜなら「社

会」にはそもそも順応性が備わっている。その社会の順応性を引き出す、社会
の順応性が発揮できるような方策を考えること。狭い意味での経済、制度、政
治に還元されないthe socialを前面に出す。

• では「方策を考える」とは？ 伝統的な社会学ならその順応性を解明する、分
析する、ということに向かいそうだが、そうではなく、社会の順応性を発揮させ
ることに資する（広義の）ツールや枠組み（研究）を考える（たとえば評価ツー
ルなど）。ここに（環境にかかわる）社会（科）学の方法論の革新も期待できる。
狭義の政策科学、規範科学ではなく、ツールとしての社会科学。



本科研で考えたいこと

（2）それ以外の探求
（2-1）順応性以外の軸の探求
（2-2）社会学（社会科学）2.0へ
（2-3）他に探求すべきテーマ。また、新しいフ

レームワークの提示
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（1）引きつづき、順応的ガバナンスの要件＝順
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要件、の探求



本科研で考えたいこと

（2）それ以外の探求
（2-1）順応性以外の軸の探求
（2-2）社会学（社会科学）2.0へ
（2-3）他に探求すべきテーマ。また、新しいフ

レームワークの提示

ここもどんな
テーマがある
か議論したい

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

（1）引きつづき、順応的ガバナンスの要件＝順

応性を保ちながらプロセスを動かしつづけられる
要件、の探求

本日ここにどん
なテーマがある
か議論したい

・・・・・・

・・・・・・



事例1
データ
収集

事例2
データ
収集

順応的ガバナンス
の要件としくみ（モデ
ル）の提示

地域環境史の
叙述

発見1 発見2

発見3
発見4

発見5

発見1
発見2

発見3
発見4

発見5

知見1 知見2

知見3 知見4

知見5

地域環境史の
叙述

事例4

事例3

ステークホルダーとの
対話

テーマセッション、国
際ワークショップ、シン
ポジウム

順応的ガバナン
スにかかわる

順応的ガバナン
スにかかわる

研究会・ワークショップ
でのディスカッション

研究プロジェクトの進め方
データ収集から政策提言まで

科研・基盤A「不確実性と多元的価値の中

での順応的な環境ガバナンスのあり方に
ついての社会学的研究」



事例1

データ
収集

事例2

データ
収集

順応的ガバナンス
の要件としくみ（モデ
ル）の提示

環境史叙述

中間支援の役割

合意形成

プロセスを誰が
管理するか

人と動物の
歴史的背景

合意形成
ガイドライン

中間支援
ガイドライン

プロセス管理
ツール 知見4

知見5

環境史叙述

事例4

事例3

ステークホルダーとの
対話

テーマセッション、国
際ワークショッ、シンポ
ジウム

順応的ガバナン
スにかかわる

研究プロジェクトの進め方
データ収集から政策提言まで

ローカルな価値の
優位

専門家の役割

合意形成

プロセスを誰が
管理するか

保護の
歴史的背景

順応的ガバナン
スにかかわる

グローバルな価値と
ローカルな価値

の葛藤

研究会・ワークショップ
でのディスカッション

科研・基盤A「不確実性と多元的価値の中

での順応的な環境ガバナンスのあり方に
ついての社会学的研究」



• 9月8～10日
• スコットランド・エジンバラ大学でのワーク
ショップ

– 9月11～12日：スコットランドフィールドトリップ

– 9月13～16日：湖水地方フットパス視察



多角的なアウトプットと
政策提言

アウトプットのイメージ

有効な事例集作り

理論的な書物
（基本コンセプト・学問的検

討）
（日本語と英語？）

（i）地域の歴史を踏まえた合意形成
（ii）プロセス・デザインと中間支援の方法
（iii）社会評価ツールと社会調査法

についての具体策やガイドライン作成

地域環境史叙述
聞き書き作成

ツール提供
・社会評価ツール

・アクションリサーチツール



その他

• ホームページ

• http://junnno.jimdo.com/

研究会の動画・PowerPointを共有・
公開します



その他

• お互いの研究動向を知るために

• Facebookでの交流
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順応的ガバナ
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順応的な
支援・媒介
者・専門家

目標２

この科研で今後議論になりそうなキーワードをた
くさん生み出すこと

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・
・・・・・・

・・・・・・


